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GNSSと重力データを用いたスロースリップ中における流体移動の定量化
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　スロースリップは地殻変動を引き起こす。観測された地殻変動は、通常、弾性転位論に基づくプレート境界

の断層すべりで説明される。ところが、東海地方において、断層すべりによる地殻変動だけでは説明できない

重力変化が観測され、スロースリップの発生期に断層破砕帯内部で流体の一時的な移動が起きている可能性が

示唆された。ただし、彼らが構築した流体移動モデルは、観測された重力変化を再現することはできるが、断

層破砕帯外では地殻変動は起きないという仮定を置いていた。このため、流体移動がどの程度地表の地殻変動

を引き起こすかは見積もられていない。 

　本研究では、流体移動による重力変化に加え、断層破砕帯外の地殻変動も考慮したモデルを提案する。間隙

弾性体理論の代わりに、通常の断層モデルに茂木モデルを組み合わせたモデルを考える。この運動学的なモデ

ルには流体移動を駆動するメカニズムは組み込まれていないが、断層破砕帯に流入した流体の量を地殻変動と

重力観測データから簡単に見積もることができる。予備的な計算結果から、流入した流体の量が断層破砕帯の

体積の0.01%のオーダーのときに地殻変動と重力の両方の観測データが説明できることが分かった。
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